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🎵みんなのうた 夏休み号🎵 「いよいよ夏休み！」 

子どもたちは暑い中、頑張って 1 学期を乗り切りました（大雨警報による臨時休校もあり

ましたが）。そしていよいよ待ちに待った夏休みです。7月19日の終業式では、3つの約束

を守ろうという話をしました。 

① 「規則正しい生活を送ること」 

② 「おうちのお手伝いを必ずやること」 

③ 「事故や怪我に気を付けて安全安心な夏休みを送ること」 

これらについてはおうちでもしっかり話して守らせてやってください。 

特に、遅くまで起きていたり、ゲームを何時間もやったりすることによる生活リズムの乱

れは体調や気持ちに不具合を生じさせ、2 学期からの学校生活に大きく影響を及ぼしてしま

います。 

おうちと学校で連携・協力して、子どもたちの健康を、安全安心を守っていきましょう。

そして8月26日27日28日の登校日と9月２日の2学期始業式には全員元気に登校して

ほしいと思います。よろしくお願いいたします。   

府中南小学校長 倉本 樹 

 

 

７月８日（月）から１８日（木）まで、６年生児童会執

行部を中心に、６年生平和ボランティア、図書委員会、５

年生平和実行委員とも協働し、平和に関する様々な取り組

みを行いました。 

児童会室では、期間中、執行部主催の「平和展」を開催しました。会場には、原爆

について学ぶポスターや平和について考える絵本を並べてあり、執行部の児童が、訪

れた児童に丁寧に説明していました。また、同時に平和動画も上映されました。説明

を聞いたり、原爆のポスターを見たりした児童は、「こんなひどいことがあったのか。」

と驚いている様子でした。６年生から原爆について教えてもらった低学年は、平和の大切さを実感したことと

思います。展示を見終わった児童は、平和への祈りを込めて６年生に教えてもらいながら折り鶴を折りました。 

また、全校児童で５年生平和実行委員が制作した「折り鶴動画」を見ながら、平和公園の原爆の子の像にか

かげる千羽鶴も作りました。 

第２図書室では、図書委員の児童による読み聞かせが行われ、低学年の児童が、じっと絵本を見つめながら

聞き入る場面もありました。 

全校で平和について考え、高学年から低学年へ平和の大切さをつなぐ貴重な取り組みとなりました。 

 

 

 

 

平和 Week開催 

学校評価アンケート（保護者用）ご協力ありがとうございました 
保護者の皆様からご意見をいただき、教育活動の向上を図っていくため、アンケートを実施しました。た

くさんの方が早々にご回答くださり、ありがとうございました。同時に、児童にも学習・生活向上アンケー

トを行いました。この内容は、10月の学校評価中間報告に活用させていただきます。 

 



命の教育６年「ドリームナビ」 
 ６年生「命の教育」ドリームナビでは、先月の金太郎店長登田さんに続き、更に４名のゲストティーチャ

ーの話を聞き、生き方に直接触れる貴重な学習ができました。それぞれのゲストティーチャーさんの話には、

生き方を象徴する素敵な言葉がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の感想より 
・私は、仕事は全部、嫌なことだと思っていたけど、好きな仕事はつかれないと言われ、びっくりしました。

そして、登田さんが「金太郎を日本一の居酒屋にすることが夢」と言われたことと、お客さんが喜んでくれて

幸せそうなことが、自分にとっての幸せと言われたことが、私はすごいなと思いました。理由は、自分の仕事

で、相手に幸せになってほしいという願いがあるからです。【山本 智皓】 

 

・松岡さんの話を聞いて、「できる、できないと決めつける前に、まずやってみる」という言葉が心にひびき

ました。そして、松岡さんのように小学校からの夢を大人まで大切にしておいたら、いつかはその夢がかなっ

たり、その夢に近づけたりすることができるということがよくわかりました。【西村 昊】 

 

・私は株本さんの話「失敗をこわがらない。どれだけまき返せるかが重要」と言うことを聞いて、「なるほど

な」と納得しました。理由は、失敗をしてもいいけどそのままにせず、まき返すことができれば、次にまた同

じ失敗をせずに出きるからです。そうすれば、失敗から学ぶことができるからです。今日の話を聞いて今後、

色んな場面で考えようと思います。【山本 智遥】 

 

・水間さんが「自分の心の声を聞いて生きてほしい」と言っていたので、自分がしんどいときや、苦労してい

るときや、やりたくなくなるときに、自分は本当に何をしたかったのか、自分の夢は何か、自分の声を聞いて

生きていこうと強く思いました。そしてもしも、自分が他の国に行くことになってしまった時にそこの国の人

が楽しくなるようなことをしてあげたいと考えました。【山野 向日葵】 

 

・ぼくは、吉岡さんの「ふつうはみんなちがう」という言葉が心に残りました。理由は、ぼくは話を聞く前ま

で、僕のふつうはみんなのふつうと思っていて、つい自分のふつうを他人におしつけていたけど、吉岡さんの

話を聞いて、ふつうはみんなちがうことやふつうが認知症を苦しめていることを知って、自分のふつうが相手

のふつうと思わず、相手のことを考えて接しようと思いました。【長岡 丈瑠】 

工務店経営  松岡大地さん 
介護福祉士 吉岡俊昭さん 

美容師 株本佳奈さん JICA 水間真哉さん  
エルサルバドルよりオンライン中継 

失敗してもあきらめ
ない。 
失敗をこわがらない
でください。 

自分が何をしたいか。 
自分の心の声を聞い
て生きてほしい。 

できるかできないか
ではなく、      
やるかやらないか。 介護は恩返し。 

できないことはそばに
いる人がやればいい。 
難しいことではない。
ただそれだけのこと。 



学校生活の一コマ 
 

 

６月２４日（月）、原爆の子の像のモデルになっている
佐々木偵子さんの同級生である川野登美子さんと語り
部の方からのお話を聞きました。白血病で苦しんで亡く
なられた友人への思いを聞き、改めて平和の尊さを感じ
させられました。平和への思いを南っこみんなで折り鶴
に込めて折りました。 

６月２４日（月）～２８日（金）まで、図書室では、
図書委員による「読書ビンゴまつり」が開催されま
した。低学年用・高学年用のビンゴ用紙には、様々
なジャンルの本を読むような工夫がされています。
ビンゴになると、図書委員手作りのしおりがもらえ
ます。休憩時間の図書室にはビンゴ用紙をもった児
童がたくさん集まっていました。 

 
  

６月２８日（金）今年度初めての執行部主催の縦割り班遊びを行いました。１年生から６年生までの縦割
り班に分かれて、自己紹介や６年生が考えた遊びを行い、交流を深めました。笑い声が学校中に響き渡り、
楽しいひとときとなりました。 

 

 

 

 

 

 
７月１０日（水）今年度２回目のクラブ活動がありま
した。前回は話し合いの時間もありましたが、今回は
たっぷり活動できました。 

７月８日（月）から１２日（金）まで、全校で大掃除
を行いました。サポーターさんも協力してくださり、
普段できないところも掃除できました。 

 

 

 

 

 

① ８月 1０日（土）～１５日（木）は夏季一斉閉庁日となっています。学校施設の使用はできません。 

 職員・管理員共に不在となりますので、緊急の場合、閉庁期間中は下記へご連絡ください。 

  【連絡先】府中町教育委員会 学校教育課  

℡（０８２）２８６－３２７１（ 8：30～17:15 ）※土・日を除く ） 

② ８月２６日（月）～２８日（水）は授業日です。普段と同じように、８時 15 分までに登校させてくだ

さい。午前中授業をし、１１時１５分頃下校します。給食はありません。 

出欠席数に含まれますので、欠席する場合は、通常の授業日と同様、連絡帳かコドモンでご連絡くだ

さい。 

お知らせ 



行事予定 

 


